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地方譲与税

　3恭

3億4,500万円

県支出金

　3,脈

　平成８年度の町予算が３月定例議会で可決

されましたので、お知らせします。

　平成８年度の予算編成にあたっては、予想

以上に長引く景気低迷の影響により極めて厳

しい状況下にありますが、経常経費の見直し

などにより行政の簡素化・効率化を一層進め、

適正な歳入の確保と歳出内容の徹底した合理

化・効率化をさらに推進するとともに、財源

の重点的・効率的な配分に努めながら、住民

福祉の向上にむけて、可能な限り積極的な予

算編成をしました。

　一般会計の当初予算は、総額１ ００億５､０

００万円で前年度に比べ２．６％の減となりま

した。

グラフで見る歳入歳出予算(一般会計)

（当初予算の推移

2,0‰2億円

1.h1億8,449万4千円　年度

1.隔1億6千万円

1.2‰1億2,374万2千円

1,隔1億1千万円　　　　　4

0.隔6千万円

0.2馴,572万5千円
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歳入財源内訳
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世 帯

・ 一

人 当 た り 使 わ れ る 田 ] ･ の 予 算

　　　　819,872円　　　　　　　252,849円

　(８年度一般会計を町の人口・世帯数で割った場合)

平成８年３月１日現在人口39,747人世帯数12,258世帯

特別会計
三回盲よ゛((註言丿訃尚回，

ﾚ呂.m.ま応．御心H訟⊇二j

　=回｀回心″｀｀四四g問闘l

対聯鸚

轍鮒言 謳肩朧
国民健康保険 23億9,503万1千円 4.9％

公共下木遣誰某 19億7,627万7千円 4.4％

奨　学　貢　全 153万円 6.5％

老人保健事業 23億8,413万4千円 13.1％

農業集落排水事業 11億ﾌ,741万9千円 67.3％

企業会計
膳⑩廉廉

z2回匹恋=伺ﾐﾐHsご煕､｀ﾐに聡訟回;煕i匹SJ訟啜glwz日照回心､､罰函

言府議雍謐言言
w ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ % ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ - % % % % ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ 〃 % % 汲 価 ♂ ♂ % % % % ♂ ♂

贈 賄 前 記

i ｀ a l ｀ ゛ Z Z Z Z ゛ ｀ ｀ a a W Z S Z ご l a a ぷ Z Z Z 汐 l l l l l m S S S J l l l l m S S S S S S S ご l l l 匹 ｀ l l l l l m r S S S S ミ 溺 蔀 聊 囮 , ｐ 、

獄屋隨胆詔匹ぷぽ脛呂∃a

…………収回天
　収益的
　　　　支　出

5億3,672万9千円

4億9,922万9千円

1.3％

ﾌ.8％

※　　　　収　入
　資本的
　　　　　支　出

2億4,035万9千円

4億3,870万　円

△30.1％

△17.8％

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、

　当該年度分損益勘定留保資金及び建設改良積立金

　で袖てんします。

３

　農林水産業費

　　5.5％

5億5,569万2千円

　　消防費

　　6.3％

6億2,814万2千円

　　扶助費

　　4.9％

4億9,662万2千円

3億3,271万2千円

1億5,038万9千円

2,141万5千円

1,000万3千円

2,000万円

　　その他

　　　5％

4億9,723万ｱ千円

歳出科目別内齢

歳出性質別内訳
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平成８年度の
　平成８年度からスタートする「壬生町第四次総合

振興計画」の基本理念である“夢と活力にあふれた

ご縁国都市y1みぶ7ﾖ;y･=の創造=lここむこけ=IJだi=1:ま
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　　　《人と自然が共生する緑豊かな公園都市をめざして》

して》

゜四｀らぞｷﾞ｀午や今李杏ぞ令々｀昏惑1今｀争争｀争奪､今季゛●争゛争が｀秦か､季春;W4ををか､;4-

◇都市計画マスタープラン策定業務

◇平他称保全対策事業

◇桧くい虫防除事業

◇東雲公園整備事業

◇大師第二街区公園整備事業

◇国谷第二地区整備事業調査業務

◇道路新設改良事業

　　くらしの道づくり事業（御用水通り、大手門通り）他

◇おもちゃのまち駅西口広場整備事業

《支えあいの暮らし

　12,000千円

　　6,600千円

　　3,120千円

　228,300千円

　13,750千円

　　7,500千円

1,322,000千円

　!72,370千円

《自然の理にのっとった快適な都市環境をめ

◇ごみ減量化対策事業補助
◇合併浄化槽設置事業補助
◇家庭用ごみ処理器設置事業補助
◇清掃センター関係費
◇交通安全施設整備費

◇消防ポンプ自動車購入
◇石橋地区消防組合負担金
◇自治会管理防犯灯設置及び電気料補助

現する健康福祉都市をめ して》

　5,638千円

　10,295千円

　1,320千円

192,104千円

　ﾌ,000千円

20,000千円

512,469千円

　2,900千円

50,014千円

12,243千円

31,220千円

25,000千円

25,400千円

　1,782千円

25,050千円

４

◇在宅介護支援センター運営事業（新規）
◇デイサービス事業
◇ホームヘルプサービス事業
◇ねたきり老人等短期保護事業
◇ボランティア活動推進事業
◇ねたきり及び痴呆性老人家庭介護老幼成
◇ねたきり老人等紙おむつ給付
◇在宅支援ミニデイサービス事業
◇重度心身障害者医療費助成
◇特定疾患患者介護手当
◇乳幼児医療費助成（３歳末満足まで拡大）
◇福祉タクシー利用券給付事業（拡大）
◇健康診査関係費用

12,818千円

23,996千円

28,090千円

11,455千円

　2,200千円

　4,800千円

　2,520千円

　2,640千円

26,400千円

　2,640千円

24,720千円

　2,528千円

41,186千円

　　　《歴史と自然に学ぶ教育文化都市をめざして》
;万万7ｽﾞ;;]聊証蔽匹ｖｙ４四四万こ平石ww皿皿www心
◇小学校屋外トイレ設置工事他
◇中学校営繕工事
◇幼稚園就園奨励費

◇インターロッキングエ事（中央公民館他）
◇ふれあいプール人工芝改修工事

《 に根 した活力ある自立産業都市をめざして》

◇首都圏農業確立対策事業
◇農追整備事業
◇ふるさと鳥追緊急整備事業
◇県営基幹排水対策特別事業
◇元気ＵＰいきいき商店街支援事業
◇町中小企業融資制度貸付金

28,017千円

25,828千円

31,800千円

84,583千円

　1,500千円

180,000千円

《住民の発想と連携による住民自治のまちをめざして》
徊･今令皿､Ｗ吟争･●4･WW.今4-｡4争｡啼ｷﾞ゛)◆4ﾄﾞ?4･i.ヽ4をQ4秦゛)争奪C奇峰

◇ふれあいカレンダーの発行

◇中型バス購入
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一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

壬
生
町
環
境
セ
ン
タ
ー
が
完
成

第
一
回
定
例
議
会
（
３
月
）

(壬生町環境センター

　
平
成
６
年
1
0
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
揚
「
壬
生
町
環
境
セ
ン
タ
ー
」
の
竣
工
式
が
３
月
2
2

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
清
水
町
長
、
粂
川
町
議
会
議
長
の
ほ
か
、
工
事
関

係
者
な
ど
約
8
0
名
が
出
席
、
清
水
町
長
か
ら
「
適
正
か
つ
計

画
的
な
ご
み
処
理
は
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
の
重
要
諜
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
念
願
の
最
終
処
分
揚
が
完

成
し
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
町
で
出
し
た
ご
み
は
自
分
の
町

で
処
理
す
る
と
い
う
理
想
的
な
ご
み
処
理
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
事
業
に
関
係

す
る
方
々
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
な

お
Ｉ
層
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
の
後
、
粂
川
町
議
会
議
長
、
佐
藤
県
議
会
議
員
な
ど

正
・
副
議
長
改
選

一
　
平
成
８
年
毎
１
回
壬
生
町
議
会
定
例

議
会
が
３
月
５
日
か
良
冒
ま
で
開
会

さ
れ
、
最
終
日
に
正
・
副
議
長
改
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
改
選
の
結
果
、
議
長
に
粂
川
憲
一
氏
、

副
議
長
に
沖
春
雄
氏
が
就
任
し
ま
し

た
。

議長
　粂川憲一氏

副議長
　沖　春雄氏

か
ら
の
祝
辞
、
用
地
協
力
者
代
表
の
高

橋
俊
雄
さ
ん
（
釜
ケ
渕
）
な
ど
へ
の
感

謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
、
施
設
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
総
面
積
１
９
。
３
２

６
�
、
厘
立
面
積
は
１
５
。
６
０
０
�

で
、
埋
立
容
量
は
４
２
。
５
０
０
�
、

埋
立
年
数
は
平
成
2
2
年
度
ま
で
の
1
5
年

間
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

浸
出
水
処
理
施
設
、
地
下
へ
の
汚
水
浸

透
を
防
ぐ
遮
水
シ
ー
ト
、
漏
水
の
電
気

検
知
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
最
新
技
術
を
取

り
入
れ
、
公
害
防
止
の
最
先
端
を
い
く

施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一

「
－
－
－
－
－
－
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一
王
室
ち
ゃ
ん
ブ
ロ
ン
ズ
像
は

Ｅ
Ｓ
Ｚ
Ｉ
＆
＝
＝
＆
　
Ｓ
￥
~
　
　
１
　
一
一
　
一
ｊ
－
－
　
一

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
　
　
一

町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら

三品

橋本

白谷
＿＿＿＿。」

典夫（川崎市）

実歩（高根沢町）

裕美子（鹿沼市）

　　　　　　　　　みらい

　愛称は「壬雷ちゃん」

　町おもちゃ博物館の人口に建てられているブロンズ像

の愛称が「壬雷ちゃん」に決まりました。愛称が決まっ

たことから、今までおもちゃ博物1官のパンフレットにイ史

用していましたが、このほかマスコットキャラクターと

して、ＰＲをけじめミュージアムグッズなどいろいろな

面に活用して行きたいと考えています。

　愛称募集は、おもちゃ博物館の来館者を対象に行いま

したところ、北海道や岐阜県など全国各地から２､８９１

点の応募があり、選考委員会（委員長：平田好男おもち

ゃ団地共同組合理事長）が中心となって選考、壬生町の

「壬」と雷様の「雷」を合わせた愛称がマスコットの姿

をよく表し、町の未来への夢と希望を合んでいるという

理由から「壬雷ちゃん」が道ばれました。

　なお、同名の愛称が多数あったため、抽選で次の方に

賞が贈られていました。

○最優秀賞

｢壬雷ちゃん｣

　らいと｢雷人くん｣

　らいむ｢雷夢ちゃん｣

Ｏ優秀賞

５



乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

助
成
対
象
者

◇
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
扶
養
し
て

　
い
る
方
。

受
給
期
間

◇
出
生
の
日
か
ら
、
３
歳
の
誕
生
日
の
前
日
の
属
す
る
月
の

　
末
日
ま
で
。
ま
た
、
転
入
者
は
転
入
口
か
ら
、
転
出
者
は

　
そ
の
日
ま
で
が
受
給
期
間
に
な
り
ま
す
。

医
療
受
給
資
格
者
証
の

交
付
申
請
に
Ｓ
要
な
も
の

◇
健
康
保
険
証

※
た
だ
し
、
本
町
に
お
い
て
、
平
成
８
年
３
月
３
１
日
以
前
に

　
乳
児
医
療
受
給
資
格
者
証
の
交
付
申
請
を
さ
れ
た
方
は
、

　
す
で
に
本
申
請
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
乳
幼
児
医
療
受

　
給
資
格
置
証
を
送
付
し
ま
す
。
（
転
入
さ
れ
た
方
は
、
申

　
請
が
必
要
で
す
。
）

|緬jj7にlに2)ﾉめ

◇
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
妊
娠
の
届
出
を
さ
れ
た
方
。

｝
受
給
期
間
　
　
　
　
三

◇
妊
娠
の
届
出
が
受
理
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
、

　
出
産
（
流
産
及
び
死
産
を
含
む
）
し
た
日
の
属
す
る
月
の

　
翌
月
末
日
ま
で
。

　
　
ま
た
、
転
大
昔
は
転
人
日
か
ら
、
転
出
者
は
そ
の
日
ま

　
で
が
受
給
期
間
に
な
り
ま
す
。

◇
健
康
保
険
証

◇
母
子
健
康
手
帳

-

助
成
の
申
請

　
保
険
診
療
証
明
を
受
け
た
助
成
申
請

書
、
受
給
資
格
者
証
の
記
号
番
号
、
加

入
保
険
、
金
融
機
関
名
な
ど
を
申
請
者

記
犬
儒
に
記
入
・
捺
印
し
、
預
金
通
帳

（
受
給
者
名
義
）
を
持
参
し
て
、
町
民

生
部
福
祉
課
ま
た
は
稲
葉
・
南
犬
飼
出

張
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
給
付
を
受
け
た
日
か
ら
１
年
以

内　
受
給
期
間
内
に
受
け
た
保
険
給
付
に

つ
き
、
一
部
負
担
金
を
窓
口
な
ど
で
支

払
っ
た
場
合
、
１
月
当
た
り
の
支
払
額

言
だ
し
、
高
額
療
養
費
、
附
加
給
付

等
を
差
し
引
い
た
額
）
か
ら
１
千
円
を

控
除
し
た
額
で
す
。
（
口
座
板
込
に
な

り
ま
す
）

医
療
費
助
成
控
除
の
免
除
申
請

助
成
対
象
者
の
世
帯
員
全
員
に
つ
い
　
　
申
請
が
必
要
で
す
。

て
、
町
民
税
の
課
税
が
な
い
場
合
は
、

Ｉ
モ
円
の
控
除
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
費
助
成
控
除
の
免
除
申
請
書
に

受
給
資
格
者
証
の
記
号
番
号
、
加
入
保

険
な
ど
を
申
請
首
記
大
棟
に
記
入
・
捺

印
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
６
月
の
診
療
分
か
ら
は
、
再

　
　
　
｝

　
　
「
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
の
裏
面

に
記
載
し
て
あ
る
注
意
事
項
を
よ
く
お

読
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
給
資
格
が

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
医
療

費
受
給
資
格
考
証
を
町
民
生
部
福
祉
課

ま
た
は
、
稲
葉
・
南
犬
飼
出
張
所
に
お

返
し
く
だ
さ
い
。

６
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該当される方は、

　　早めに手続きをしましょう。

　身体の不自由な方や母子家庭の児童・母親を

対象に、医療を受けたときの医療費自己負担分

　（保険診療分から附加給付などを除いた額）を

町で助成しています。

　この医療費助成制度をよくご理解いただき、

該当されている方でまだ助成を受けていない方

は、すぐに町民生部福祉課で手続きをしてくだ

さい。

○重度心身障害者・母子家庭医療費助成制度
｛
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重

度
心

身
障

害
者
医

療

費
助

成
制
度

◇町内に住所があり、満３歳以上で、

　次のいずれかを満たす方

　・身体障害者手帳１～２級の方

　・療育手帳AI、A2、または知能指数

　　が35以下の方

　・知能指数50以下で、身体障害者手

　　帳が３～４級と重複している方

◇身体障害者手帳、療育手帳をお

　持ちの方

　・健康保険証、身体障害者手帳

　　または療育手帳

◇身体障害者手帳、療育手帳をお

　持ちでない方

　・診断書、健康保険証

　※なお、老人保健法の医療受給

　　者の方は健康手帳も必要です

◇児童福祉施設または精神薄弱

　者援護施設に入所中の方

母
子
家

庭
医
療

費
助
成
制
度

◇町内に住所があり、次のいずれかを

　満たす方

　・満18歳に達する日以降の最初の３

　　月31日までの児童がいる母子家庭

　・父親が身体障害者１撒、２級程度

　　の世帯の母親と子ども

　・満18歳に達する目以降の最初の３

　　月31目までの児童で両親のいない

　　子ども

◇健康保険証

◇児童扶養手当証書、母子年金証

　書、遺族年金証書のいずれか

◇公的年金、児童扶養手当を受け

　ていない方は、診断書または民

　生委員の証明書

◇老人保健法の医療受給者の方は

　健康手帳

◇他市町村から転入した方は、前

　住所地の所得証明書

◇所得が所得制限以上の方

　　　　　　重度心身障害者・母子家庭医療費助成の受け方

　　串請方法　　　　　串請期間　　　　　助成額　　　　　ぞめ他……………………

保険診療証明を受けた肋1　保険給付を受けた日からｉ　受給期間に受けた保険給i　「医療受給資格者証」゛の

成申請書に、受給資格者証ｉ

の記号番号、加入保険、金！

融機関名などを申請者記入Ｉ

欄に記入・捺印し、預金通！

帳を持参のうえ、町民生部Ｉ

福祉課または各出張所へ申ｉ

請してください。　　　　　！

１年以内。

｜‘'｀‘I“"･‘I'゛"｀9‘‾……´｀'I白　I‘‾｀‘I“'｀I“｀｣‾-j'

i付につき、一部負担金を窓ｉ裏面の注意事項をよくお読

りｺで支払った金額(高額療にみください。

l養費、附加給付などを差しI　なお、転出等で受給資格

回Iいた額)です。　　　川がなくなった場合は、速や

I　　　　　　　　　　　　　Iかに医療受給資格者証を町

ｉ　　　　　　　　　　　　　ｉ民生部福祉課にお返しくだ
１
－
Ｉ
－

さい。

○問合せ先

　詳しくは、町民生節福祉課医療福祉係（�８２－ １２３４内線125）へお問い合わせください。
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町
消
防
団
と
消
防
組
合
が
Ｉ
体
と
な
リ

消
防
演
習
を
行
う

　
大
規
模
建
物
火
災
に
備
え
た
町
消
防
　
　
小
学
校
職
員
室
か
ら
出
火
、
初
期
消
火

団
（
呆
島
安
男
団
長
）
と
石
橋
地
区
消
　
　
に
あ
た
っ
た
が
消
火
し
き
れ
ず
、
他

誌
組
合
が
一
体
と
な
っ
た
消
防
演
習
が
　
　
教
室
へ
延
焼
拡
大
中
」
を
想
定
に
行
わ

３
月
２
日
、
藤
井
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
　
　
れ
、
火
災
発
生
と
同
時
に
職
員
に
よ
る

し
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
の
避
難
誘
導
に
始
ま
り
、
各
消
防

　
こ
の
消
防
演
習
は
、
町
内
に
も
数
多
　
　
隊
の
火
災
防
ぎ
ょ
体
形
行
動
、
教
助
隊

く
あ
る
大
規
模
建
物
の
火
災
を
想
定
　
　
に
よ
る
負
傷
者
の
救
出
・
教
助
訓
練
な

し
、
避
難
誘
導
、
初
期
消
火
訓
練
及
び
　
　
ど
が
行
わ
れ
火
災
防
ぎ
ょ
体
制
・
防
ぎ

救
出
・
救
助
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
連
　
　
ょ
技
術
の
習
得
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

携
動
作
な
ど
町
消
防
団
と
消
防
組
合
の
　
　
　
な
お
、
演
習
終
了
後
、
消
防
団
に
よ

協
力
体
制
確
立
を
図
る
た
め
実
施
さ
れ
　
　
る
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
も
行
わ
れ
、
日

だ
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ろ
か
ら
の
防
火
対
策
を
訴
え
ま
し
た
。

　
演
習
は
、
「
午
前
９
時
3
5
分
、
藤
井

叙
勲
・
褒
章
受
章
者
祝
賀
会

　
町
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
お
二
人
を
祝
う

　
平
成
７
年
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
の
祝

賀
会
が
３
月
2
8
日
に
行
わ
れ
、
清
水
町

長
の
ほ
か
、
町
議
会
や
町
内
各
種
団
体

代
表
者
な
ど
か
ら
約
7
0
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
主
催
者
の
清
水
町
長
が

「
叙
勲
並
び
に
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
方

の
祝
賀
会
を
今
回
初
め
て
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
永
年
に
わ
た
る

地
方
自
治
発
展
の
功
績
に
よ
り
勲
五
等

瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
た
呆
島
庄
左
工
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

氏
、
並
び
に
消
防
関
係
の
功
績
に
よ
り

藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
乗
馬
安
男
氏

を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
、
綬
い
て
粂
川

町
議
会
議
長
に
よ
る
来
賓
祝
辞
が
あ

り
、
乗
馬
庄
左
工
門
氏
並
び
に
乗
馬
安

男
氏
に
よ
る
受
章
者
あ
い
さ
つ
な
ど
の

あ
と
、
須
釜
町
農
業
委
員
会
会
長
の
音

頭
に
よ
り
全
員
で
乾
杯
し
、
お
二
人
の

受
章
を
祝
い
ま
し
た
。

　町では、自然と直接ふれあい、学べる場所とし

て学習棒の設置を促進する平地棒保全対策事業を

進めていますが、平成７年度最初の平地棒保全対

策モデル事業である「壬生北小（裏山）整備工事」

の完了に伴い、北小生徒を対象に学習棒の愛称を

募集したところ、１ ７３件の応募が集まり、審査

の結果、次のとおり決定しました。

　最優秀

　　「わんぱく北っ子の森」　　３年　渡辺　渉子

　優　秀

　　「元気もり森」　　　　　　２年　山ノ井喬晶

　　「きたっこばやし」　　　　２年　織田　幹子

　また、学習棒保全推進会議が３月21目、壬生北

小学校で行われ、平延棒所有者である山井邦夫さ

ん（北小林）のほか、清水町長や榎本教育長など、

町や学校関係者約20名が出席、学習棒の愛称人貧

者の表彰、概要等の説明、案内板の除募式のあと、

出席者は「わんぱく北っ子の森」を実際に散策し、

自然とふれあうことの素晴らしさを体験しました。

平地林保全対策事業
-

『わんぱく北っ子の森』が完成

８



〔本町初の

農業経営の改善を目指す農業者を支援

　
平
成
７
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
農

業
経
営
改
善
計
画
認
定
制
度
の
認
定
農

業
者
が
、
本
町
か
ら
５
名
誕
生
し
３
月

2
8
日
、
役
場
会
議
室
に
お
い
て
認
定
書

の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
町
の
「
基
本
構
想
」

で
示
さ
れ
た
農
業
経
営
の
目
標
に
向
け

て
、
自
ら
の
創
意
と
工
夫
に
よ
り
農
業

経
営
の
改
善
を
計
画
的
に
進
め
よ
う
と

す
る
方
を
、
関
係
機
開
か
地
域
の
将
来

に
わ
た
る
呉
楽
経
営
の
担
い
手
と
し
て

支
援
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
授
与
式
で
は
、
「
町
で
も
農
業
発
展

の
た
め
い
ろ
い
ろ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
が
町
の
農

本
町
初
の
認
定
農
業
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん

業
振
興
の
た
め
に
活
躍
し
て
く
が
さ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
、
清
水
町
長

か
ら
激
励
の
こ
と
ば
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
認
定
農
業
者
に
は
、
次
の
よ
う

な
支
援
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
農
用
地
の
利
用
集
積
の
支
援

②
農
業
生
産
法
人
出
資
育
成
事
業

③
税
制
上
の
特
例
（
農
薬
用
機
械
・
施

　
設
等
の
割
増
償
却
）

④
融
資
面
の
配
慮
（
低
利
の
資
金
融
資
）

⑤
各
種
研
修
会
等
の
実
施

　
な
お
、
「
認
定
農
業
者
」
に
認
定
さ

れ
た
方
は
、
次
の
方
々
で
す
。

(敬称賂)壬生町認定農業者一覧
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三上　光一 48 々　大字上稲葉859 米・麦+いちご

廣渾　薫 28 々　大字上H]984 果樹（梨）

鈴木　進吉 39 々　大字藤獅33-1 トマト+水稲
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地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
家
庭

で
は
家
の
耐
震
診
断
と
同
時
に
家
具
の

固
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。
こ
う
し
た
備
え
を
し
て
い
れ

要
で
す
。
ま
た
、
現
在
の
窓
ガ
ラ
ス
に

は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
実
際
、
外
で
大
き
な
揺
れ
を

感
じ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
上
か
ら
の

落
下
物
に
備
え
、
カ
バ
ン
や
両
腕
で
頭

を
保
護
し
ま
す
。
荷
物
を
持
っ
て
い
る

と
き
は
荷
物
で
、
何
も
持
っ
て
い
な
い

と
き
は
両
腕
で
頭
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
と
き
、
落
下
物
が
直
撃
し
た
と
き

の
衝
撃
を
弱
め
る
た
め
に
、
腕
や
カ
バ

ン
を
５
～
1
0
ｍ
離
し
て
頭
を
覆
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
顔
を
守
る
た
め

に
、
両
ひ
じ
を
前
に
出
し
て
、
顔
を
覆

う
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
手
首
の
動
脈
や
神
経
を
保
護
す

る
た
め
に
、
手
の
甲
を
上
に
し
て
く
だ

さ
い
。
手
の
ひ
ら
を
上
に
す
る
と
、
動

脈
や
神
経
を
切
っ
て
大
ケ
ガ
を
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
特
に
危
険
物
が
多
い

野
外
で
は
、
ま
ず
、
自
分
の
命
を
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
地
震
は
い
つ
、
ど

こ
で
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ

と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
ふ
だ
ん
か
ら

外
を
歩
い
て
い
る
と
き
で
も
、
周
り
の

状
況
に
注
意
を
払
う
な
ど
の
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ているとき＞＜ｶﾊﾞﾝなとき
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配
　
水
　
温
Ｊ

配
　
水
　
場

配
　
水
　
場

懸
目
口

　
　
　
　
　
　
平
成
８
年
４
月
１
日
付

　
　
　
　
○
印
は
昇
任
・
（
　
）
内
は
旧

【
部
長
級
】

▽
経
済
部
参
事
兼
商
工
観
光
課
長
（
商

工
観
光
課
長
兼
国
民
文
化
祭
室
長
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　　首都機能移転実現へ大きな一歩を踏み出す

　首都機能移転については２年半にわたって'審議し

て'きた国会等移転調査会が12月13日に最終報告を取

りまとめました。

　本県の那須地域は有力な移転候補地の一つと言わ

れていますが、今後、県内では、県民の合意形成に

向けた本格的な活動が始まろうとしています。

　る位置であこること。　………1……………゜=1こ:……lﾚ1乙一万JI=ﾂ……………に…………::･=y…………,………1…………

3.国際的な空港が確保できる場所であること。

４．広大な用地の迅速かつ円滑な取得が可能であること。

　東京一樹集中の是正や災害対策などの面から、首

都機能を東京圈以外の地域に移転するための検討が

行われています。国会等の移転に開する法律に基づ

き、昨年の12月13日に国会等移転調査会がとりまと

めた最終報告では、移転先の選定基準をはじめとす

る新首都づくりの全容が明らかにされました。

　新首都のイメージとしては、自然環境豊かな散万

ｈａの開城の中に、人口的IO万人の国会都市を中心

に、人□散万人の小都市群が分散して配置されると

いう、都市と自然環境の調和した21世丿紀のモデルと

なる新首都との姿が示されました。

　また、今後２年程度をめどに移転先攻を決定、西

暦２千年までに新首都の建設を開始、その後約IO年

をめどに新首都で国会開催という、移転のプロセス

も示されました。

県内ではヽ本県那須地城が移転先地としての条件　　５
を満たしているとの考えから、県、経済同友会、各

９．既存都市との適切な距離に配慮すること。

青年会議所などが、県民の理解と合意を得るための

ＰＲ活動を行っていますが、本町としても、この問

岩Hこついての町丿兄のJ里f弾力iより将忿まりますよう、努

力していきたいと考えています。
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平
成
８
年
の
地
価
公
示
価
格
が
国
か

ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
価
格
は
、
地
価
公
示
法
に
基
づ

い
て
「
正
常
な
上
地
の
価
格
」
を
公
表

す
る
も
の
で
、
今
年
１
月
１
日
現
在
で

調
査
し
た
も
の
を
３
月
2
2
日
に
公
示
し

ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
次
の
1
3
か
所
が
公
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
閲
覧

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
総
務
部
企
圓

財
政
課
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
標
準
地
の
単
位
面
積
は
、
―

平
方
ｍ
当
た
り
の
価
格
で
す
。

市
街
化
区
域

Ｏ
ｍ
型
遥
じ

○
中
央
町
３
２
７
香
３
（
中
央
町
２
‐

１
５
）
　
　
　
　
　
　
　
８
０
、
０
０
０
円

○
い
ず
み
町
６
１
９
香
4
5
（
い
ず
み
町

８
‐
1
9
）

二
丁
目
2
0
‐
1
0
）
　
１
０
１
、
０
０
０
円

○
安
塚
字
西
南
原
８
７
５
番
1
6

　
　
　
　
　
　
　
　
７
４
×
　
４
０
０
円

〔
圀
淋
開
港
廣
囲
〕

○
駅
東
町
５
１
１
番
３

　
　
　
　
　
　
　
　
７
７
×
３
０
０
円

○
落
合
子
目
９
香
４
（
落
合
２
‐
９

‐
５
）
　
　
　
　
　
　
　
８
２
、
３
０
０
円

④
藻
㈲
秦
㈲
僕
じ

○
安
塚
字
市
原
１
０
０
６
番
５

　
　
　
　
　
　
　
１
０
２
　
　
０
０
０
円

市
街
化
調
整
区
域

○
藤
井
字
宿
坪
１
２
３
３
番
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
‘
０
４
　
７
０
０
円

○
安
塚
字
西
原
２
３
８
９
番
Ｈ
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
ｘ
　
以
）
０
０
円

○
上
稲
葉
字
町
田
２
２
２
７
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ま
≒
［
Ｄ
０
０
円

８
９
、
０
０
０
円
　
　
（
地
賊
名
に
つ
い
て
は
、
３
月

○
本
丸
二
丁
目
１
５
６
４
番
４
（
本
丸

２
‐
1
3
‐
1
5
）
　
　
　
　
７
１
、
８
０
０
円

○
壬
生
丁
字
六
美
２
１
７
番
6
0

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｘ
）
り
ｏ
ｉ
　
只
）
Ｏ
Ｏ
円

〔
㈲
ビ
⑤
藻
屋
漏
〕

○
大
師
町
８
２
９
番
３
外
（
大
師
町
1
5

‐
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
６
６
、
４
０
０
円

○
幸
町
二
丁
目
３
４
０
２
番
5
1
（
幸
町

一

ぜんそく児サマーキャンプ

参加者募集

　濁協医科大学第一小児科では、気管支喘息小児に日

常生活や鍛練療法、喘息発生時の呼吸対処法などの適

切な指導により治療効果を向上させることを目的とし

たサマーキャンプを毎年行っております。

　今回は特に本町の方を中心にサマーキャンプを実施

すべく、次のとおり参加者を募集いたします。

　レクリエーションやキャンプファイヤーなどを楽し

みながら適切な指導を受けてみませんか。

◇期　　日　　８月８日(木)～11[](日)※３泊４日

◇会　　場　　嘉陽が丘ふれあい広場

◇対　　象　　小学１～６年生の児童

◇参加定員　　50名(定員になり次第締切)

◇参加料　　1名につき1万5千円(宿泊､食事代含む)

◇申込方法　　５月31日(金)までに下記へお申し込

　　　　　　　みください。

◇申込み・問合せ先

　　濁協医科大学第一小児科　�８７－２１５５

昨
年
の
キ
ャ
ン
プ
の
よ
う
す

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
道
路
や
観
光
地
で
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ

の
散
乱
は
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
空
き
缶
や
ゴ
ミ

の
投
げ
捨
て
を
防
ぐ
に
は
、
何
と
い
っ

て
も
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が

大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
、
「
関
東
地
方
環
境
美
化
運

動
の
日
」
（
５
月
3
0
日
一
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の

且
の
統
一
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、

本
年
度
も
盛
大
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

W ’

　
関
東
地
方
（
山
梨
、
長
野
、
静
岡
を

含
む
）
1
0
都
県
で
統
一
的
に
事
業
が
実

施
さ
れ
る
６
月
２
目
（
日
）
を
中
心
と

し
て
、
町
内
の
各
自
治
会
に
お
い
て
も
、

自
治
会
長
さ
ん
と
保
健
委
員
さ
ん
を
中

心
に
、
自
治
会
内
の
道
路
や
公
園
な
ど

の
清
掃
を
け
じ
め
、
散
乱
し
て
い
る
空

き
缶
等
の
収
集
に
、
積
極
的
な
参
加
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　
町
民
生
節
保
健
課
�
8
2
‐
１
２
３
４
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国民年金

お得ですj保険料前納制度

　国民年金保険料は一括して前納することができます
。

また
、

平成８年度から半年前納が加わりました
。

　前納しますと

、

保険料が割引きされ

、
毎月納める手

間がはぶけるとともに

、
納め忘れも防ぐことができま

す

｡

【平成８年度】

･●剥=･．・々・納め･．･

.
だ場合万．･・

．

1．11
・
J･１ニ･２･，・ぎｏ･ｏ１円１．1Ｘニ･1･・ｉ＝２･1月・＝＝・１４７沸ＯＯ1円．　・・・

．．

・

・．．・

●全期前納の場合（年3

,560円割引)　144 ,040円

●半年前納の場合（年1

,640円割引)　145 ,960円

　　　　　　　4～９月分を４月に納付　72

､980円

　＼　

……=　

〔

1:０，ト3月分を1０月に納付　72

､980円

J

〈》付加年金保険斟が加
、わ着場合∧スソ、j

…

…

，……

………

……
…

…
…………，…………

…

……………

第4回町民ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ

作品募集

　歴史と文化、そして自然に育まれだわがまち‥を

再発見する「誇れるまちづくり第４回町民フォトコン

テスト」の作品を次のとおり募集します。

　今回のテーマは自由です。誇れるまちにふさわしい

壬生町の姿をカメラでとらえ、ぜひご応募ください。

〔磋撮〕

テーマ　躍進する壬生町を自由な視点から撮影し

　　　　　た作品
・作品規格

・応募点数

・応募資格

・応募締切

・応募先

カラーの単作品。四つ切りで未発表のもの

一人２点以内

町内在性又は在勤の方

平成８年12月２日（作品受付はＨ月１日～）

壬生町通町12番22号

　壬生町役場総務部企画財政課

　　　　　　　　�８２- １２３４内線212

・表　　彰　推薦　１名（賞状、副賞２万円）

　　　　　　特選　２名（賞状、副賞１万５千円）

　　　　　　人選　６点（賞状、副賞１万円）

　　　　　　佳作　若干名（賞状）

　　　　　　　（入賞は一人１点とします）

・主催及び審査　壬生町

・発　　表　本人宛通知します

・応募上の　・作品は壬生町で撮影したものに限ります

・注　　意　・作品裏面に必要事項を明記した応原票を

　　　　　　　貼付してください

　　　　　　・入賞作品の版権は壬生町に帰属します

　
資
料
館
で
は
、
平
成
４
年
度
か
ら
過
去
の
地
域
発
展
が
、
ど
の
よ
う
な
人
々
の
努

力
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
の
か
を
理
解
す
る
た
め
、
郷
土
よ
生
生
・
の
人
物
調

査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
月
号
ま
で
に
1
0
回
に
わ
た
り
紹
介
し
て

き
ま
し
た
「
蘭
学
通
り
に
活
躍
し
た
明
治
期
の
医
師
た
ち
」
を
含
め
、
近
代
医
学
の

先
駆
者
・
斎
藤
玄
昌
（
壬
生
、
日
光
堆
朱
作
家
・
人
見
威
民
（
壬
生
、
そ
し
て
染

織
作
家
の
巨
匠
・
高
久
空
本
（
稲
葉
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
渡
辺
達
也
氏
に
よ
り
西
洋
音
楽
の
祖
・
鳥
居
　
恍
（
壬
生
、
ト
筑
者
・

平
沢
随
貞
（
肋
谷
）
、
豪
商
・
加
藤
作
太
夫
（
壬
生
）
を
ま
た
、
鵜
飼
宏
和
氏
に
よ

り
西
洋
砲
術
家
・
友
平
　
栄
（
壬
生
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
号
か
ら
の
資
料
館
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
身
近
な
社
会
に
対
し
て
、
貢
献
し
て
き
た

人
々
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
今
後
2
1
世
紀
に
向
け
て
時
代
を
に
な
う
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
人
物
を
『
郷
土
の
人
々
』
と
題
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

〈
古
代
・
中
世
〉
　
　
　
　
　
　
・
頓
首
作
十
郎
　
　
　
　
　
　
こ
脛
沼
九
八
郎

　
・
円
仁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
石
井
伊
左
衛
門
　
　
　
　
　
・
大
久
保
菊
十
郎

　
・
壬
生
胤
葉
・
綱
重
・
　
　
　
・
平
訳
読
頁
　
　
　
　
　
　
　
・
増
田
錐
太
郎

　
綱
房
・
綱
雄
・
義
雄
　
　
　
・
加
藤
作
太
夫
　
　
　
　
　
　
・
松
本
庄
兵
衛

〈
近
世
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
友
平
　
栄
　
　
　
　
　
　
　
・
小
菅
竹
次
郎

・
鳥
居
恋
英
・
恋
意
・
　
　
　
・
友
平
慎
三
郎
　
　
　
　
　
　
・
島
田
沢
七
郎

　
恋
挙
・
恋
文
・
恋
宝
　
　
　
・
斎
藤
玄
昌
　
　
　
　
　
　
　
・
西
川
一
男

・
高
須
甘
察
　
　
　
　
　
　
　
・
粂
川
半
兵
衛
　
　
　
　
　
　
・
人
見
城
民

・
高
須
煥
斎
　
　
　
　
　
　
　
・
粂
川
政
之
肋
　
　
　
　
　
　
・
高
久
空
木

・
平
出
雲
耕
　
　
　
　
　
　
　
・
谷
群
太
夫
君
雄
　
　
　
　
　
・
北
原
武
夫

・
粂
川
祐
景
　
　
　
　
　
　
　
・
野
原
正
一
郎
　
　
　
　
　
　
・
渡
辺
観
風

・
黒
予
察
林
　
　
　
　
　
　
〈
近
現
代
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
・
高
山
林
蔵

・
副
本
湖
峯
　
　
　
　
　
　
　
・
鳥
居
　
恍
　
　
　
　
　
　
　
・
佐
藤
昌
次

・
松
本
甘
暁
　
　
　
　
　
　
　
・
松
本
　
暢
　
　
　
　
　
　
　
・
小
田
垣
健
一
郎

・
賀
長
市
兵
衛
　
　
　
　
　
　
・
黒
川
豊
麿
　
　
　
　
　
　
　
・
2
0
代
水
村
広
之
肋

『
郷
土
の
人
々
』
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「
農
業
や
年
金
友
の
会
の
用
事
な
ど

で
適
度
に
忙
し
い
の
が
健
康
の
秘
訣
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

-

と
い
う
藤
田
さ
ん
ご
夫
妻
。
良
作
さ
ん

は
現
在
、
町
農
協
年
会
友
の
会
の
連
合

会
長
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

密達者　　レ

カツフルャ

　下表町

藤　田

｢初、ダイビングキャッチ｣

　　壬生北小学校６年

　　　　斉　藤　元　康

良　作さん回８
トモノさん回２）

青
春
ス
ケ

ッ
チ
斜

　自分のお店を持ってみたい

　　　　　　　　下横町　渡辺　朋子さん

　レマレーボールは学生時代に部に入っていたほ

か、観戦するのも好きですね。そのほか着付を習

っていますので、夏のお祭りなどに浴衣を着て行

けたらいいなと考えています」と話す朋子さん。

　「休みの日には友人と買い物などに出掛けるこ

とが多い」という彼女。「調理師の資格をとって、

喫茶店などのお店を持てたらいいですね」と夢を

話してくれました。

｢おもたいけれどがんばるぞ｣

　　壬生北小学校６年

　　　　塚　田　実　希

肌
◎
⑩
岳
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ふれあ
富
士
山
を
バ
ッ
ク
に

昭
和
1
5
年
度
卒
業
生
の
み
な
さ
ん

　
良
作
さ
ん
は
昭
和
７
年
に
壬
生
尋
常

高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、
壬
生
町
補
習

学
校
で
４
年
間
農
業
に
つ
い
て
学
ん
だ

あ
と
、
実
家
で
農
業
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
1
4
年
１
月
に
召
集
に

よ
り
宇
都
宮
5
9
連
隊
に
入
隊
、
同
年
９

月
に
満
州
に
渡
り
、
昭
和
1
7
年
に
実
家

仁
戻
り
ま
し
た
が
、
昭
利
2
0
年
４
月
に

再
び
召
集
を
受
け
、
茨
城
県
勝
田
市
で

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　
実
家
に
戻
っ
て
か
ら
は
農
業
を
再
開

し
、
ま
た
、
そ
の
他
に
も
下
大
町
自
治

会
長
や
町
農
協
理
事
な
ど
多
く
の
役
職

で
ご
活
躍
さ
れ
、
「
今
も
趣
味
程
度
で

す
が
農
業
を
続
け
て
い
ま
す
」
と
お
二

人
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
1
0
年
ほ
ど
前
か
ら
カ
ラ
オ

ケ
を
始
め
た
そ
う
で
、
「
下
表
町
公
民

館
に
集
ま
っ
て
毎
週
お
友
達
と
カ
ラ
オ

ケ
の
練
習
を
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
み

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

お
二
人
は
旅
行
も
好
き
で
、
お
友
達
な

ど
と
温
泉
地
を
中
心
に
年
に
５
回
ぐ
ら

い
出
掛
け
る
そ
う
で
す
。

　
家
族
で
よ
く
食
事
や
日
帰
り
旅
行
な

ど
に
出
掛
け
る
と
い
う
お
二
人
、
「
私

だ
ち
と
子
ど
も
た
ち
夫
婦
、
そ
し
て
孫

２
人
の
家
族
６
人
で
毎
日
を
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。
心
配
ご
と
も
な
い
で

す
し
、
と
て
も
幸
せ
で
す
ね
」
と
話
す

お
二
人
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

夢
の
修
学
旅
行
5
5
年
ぶ
り
に
実
現

　
稲
葉
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
在
の
稲

葉
小
学
校
）
の
昭
和
1
5
年
度
の
卒
業
生

が
３
月
1
5
、
1
6
日
の
日
程
で
、
戦
争
な

ど
の
影
響
で
果
た
せ
な
か
っ
た
修
学
旅

行
の
夢
を
］
］
‥
一
年
ぶ
り
に
実
現
し
ま
し
た
。

　
同
年
度
の
卒
業
生
は
在
学
当
時
、
戦

争
の
た
め
勤
労
奉
仕
な
ど
に
使
役
し
修

学
旅
行
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
同
級
会
を
開
く
う
ち
に
今
回
の

当
番
で
あ
る
福
和
田
世
話
人
会
（
代
表

石
川
田
二
）
の
中
で
「
卒
業
5
5
年
目
の

節
目
に
、
夢
と
消
え
た
修
学
旅
行
に
み

ん
な
で
行
こ
う
」
と
活
か
持
ち
上
が
り
、

今
回
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
修
学
旅
行
に
は
、
大
型
バ
ス

が
利
用
さ
れ
卒
業
生
1
6
0
人
の
う
ち
引
］

人
が
参
加
、
恩
師
の
福
田
幸
郷
先
生
ご

夫
妻
も
招
待
さ
れ
、
方
面
も
当
時
と
同

じ
汪
ノ
島
、
鎌
倉
方
面
。
バ
ス
の
中
で

は
、
母
校
の
稲
葉
小
学
校
の
協
力
で
作

成
し
た
歌
集
に
よ
り
、
当
時
の
小
学
唱

歌
や
歌
謡
曲
が
合
唱
さ
れ
た
り
、
卒
業

以
来
の
懐
か
し
い
友
と
の
再
会
に
話
に

花
が
咲
い
た
り
し
、
楽
し
い
思
い
出
が
い

ぱ
い
詰
ま
っ
た
修
学
旅
行
に
な
り
ま
し

た
。

チピッ子アルバム

は
づ
き

葉
目
匈
や
ん
　
（
―
歳
）

　
牡
づ
且
言
言
）

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
元
気
で
心
の
や
さ
し
い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
。

知
世
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

　
（
父
）
安
生
　
和
志
さ
ん

　
（
母
）
　
ク
　
　
治
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
至
宝
町
南
）

誰
か
ら
も
好
か
れ
る
素
直
な
子
に
。

「チビッ子アルバム」に出てくれるお子さんを募集しています。ご希望の方は、写真に簡単なメッセージを添えて

町企画財政課広報広聴係（�８２－１２３４　内線212）までお送りください。15



平
成
７
年
度

河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー

倉
松
　
亮
く
支
羽
蒜
小
）
が
入
賞

　
栃
木
県
河
川
愛
護
連
合
会
（
大
江
敏

夫
会
長
）
に
よ
る
平
成
７
年
度
河
川
愛

護
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
が
行
わ
れ
、
審
査

の
結
果
、
命
根
　
亮
く
ん
（
羽
生
田
小

学
校
３
年
）
の
作
品
が
見
事
銅
貨
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
私
た
ち
に

う
る
お
い
を
与
え
、
水

と
緑
の
オ
仁
フ
ン
ス
ベ

ー
ス
で
あ
る
河
川
を
常

に
安
全
で
適
切
に
利
用

管
理
す
る
こ
と
を
推
進

す
る
た
め
に
、
毎
年
ポ

ス
タ
ー
の
募
集
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

交通安全を願い万

手作り『愛め鈴』を贈る

　　　　壬生町交通安全母の会

　壬生町交通安全母の会（田中ミヨ会長）

では、会員手作りの『愛の鈴』５００個を

町教育委員会を通じて、町内８小学校の新

入学児童に贈りました。

　この『愛の鈴』は、４月から小学校に入

学する児童がこの鈴を身につけて交通事故

に遭わないよう、３月１日には安全祈願を

羽生田小学校３年

　倉松　亮くん

するなど、

母親の立場

から子ども

たちへの交

通安全の願

いが込めら

れています。

W

れる
　町総合公園の修景池に合鴨２羽と錦鯉約80匹（20～30cm

住）が寄贈されました。

　合鴨は、群馬県館林市在住の飯塚治雄さんから贈られた

もので、以前におもちゃ博物館を訪れた際に池が寂しかった

　　　　　　　　　　　　　　　　　ので、自宅で飼ってい

た合鴨を贈られたもの

ので、また錦鯉は、バ

ンダイエ業栃木工場か

ら修景他の美観のため

にと贈られたものです。

　愛らしい合鴨と優雅

に泳ぐ錦鯉の姿が訪れ

る人の目を楽しませて

くれています。

ぶ
抑
鯉
９
匹
を
寄
贈

　
　
　
１

　
六
美
可
在
住
の
中
西
日
出
夫
さ
ん
よ
り
３
月
８

日
、
自
宅
で
養
殖
し
た
錦
鯉
１
５
０
匹
（
1
0
四
咎

一
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

・ ㎜ ■ ㎜

町
で
は
、
さ
っ
そ
く
こ
の
鰹
を
城
址
公
園
の
堀

１
１
に
放
流
し
ま
し
た
。
立
派
に
育
っ
た
錦
鯉
の
泳
ぐ

-

姿
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

16

関
東
甲
信
越
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

　
第
４
回
関
東
甲
信
越
少
年
レ
ス
リ
ン
　
　
な
ど
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

グ
大
会
が
２
月
2
5
日
、
群
馬
県
館
林
市
　
　
　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

の
城
沼
体
育
館
で
行
わ
れ
、
関
東
、
東
　
　
不
順
―
』
戸
」

海
、
甲
信
越
か
ら
６
５
０
名
の
児
童
・

生
徒
が
出
場
、
幼
年
か
ら
中
学
生
ま
で

学
年
、
階
級
に
分
か
れ
て
の
試
合
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
み
ぶ
チ
ビ
ッ
子
レ
ス

リ
ン
グ
教
室
（
疋
田
周
二
代
表
）
か
ら

2
6
名
が
参
加
、
９
名
の
方
が
人
賞
す
る

・
１
、
２
年
の
部
　
3
0
縦
以
上
級

　
　
　
　
　
　
寺
内
　
隆
史
（
乖
古
作
）

・
５
、
６
年
女
子
の
部
　
一
一
‥
］
縦
組

　
　
　
　
　
　
疋
田
　
綾
子
♀
水
草
）

□
ｏ
ｏ
①

・
５
、
６
年
の
耶

　
　
　
　
　
　
荒
川

-

3
5
原
級

　
芳
久
（
不
言
七
）

・
５
、
６
年
の
部
　
6
1
政
級

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
康
正
（
半
半
草
）

①
レ
レ
①

・
幼
年
の
部
　
2
0
‐
昭
級

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
綾
乃
（
駅
束
）

・
３
、
４
年
の
部
　
3
6
心
級

　
　
　
　
　
　
外
縁
　
和
弘
（
七
半
草
）

・
５
、
６
年
の
部
　
4
4
政
級

　
　
　
　
　
　
工
藤
　
茂
剛
♀
爪
草
）

・
５
、
６
年
の
部
　
５
１
原
級

　
　
　
　
　
　
寺
内
　
智
史
（
本
吉
ル
）

・
中
学
生
の
部
　
4
3
政
級

　
　
　
　
　
　
木
野
内
義
徴
采
犬
旱
水
）



近
代
医
学
の
先
駆
者
を
顕
彰

-

斎
藤
玄
昌
記
念
碑
除
幕
式
行
わ
れ
る

　
江
戸
幕
末
に
壬
生
漆
の
藩
医
と
し
て

種
痘
の
普
及
に
力
を
尽
く
し
た
蘭
方

医
、
斎
藤
玄
昌
を
顕
彰
す
る
記
念
碑
が
、

壬
生
町
医
師
会
（
安
楽
之
孝
会
長
）
に

よ
り
壬
生
城
址
公
園
内
に
建
立
さ
れ
、

そ
の
除
幕
式
が
３
月
３
日
に
現
地
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
医
学
関
係
者
な
ど
3
0
名
が
出

席
、
安
楽
会
長
が
「
江
戸
幕
末
の
壬
生

藩
に
非
常
に
立
派
な
医
師
が
い
た
こ
と

を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か

ら
も
記
念
碑
と
と
も
に
我
々
医
者
や
医

学
を
見
守
っ
て
い
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
清
水
町
長
が
「
町
で
も

こ
の
記
念
碑
を
犬
切
に
し
て
、
健
康
面

で
も
優
れ
た
町
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、
記
念
碑
は
高
さ
１
２
０
ｍ
、

横
－
１
０
ｍ
の
御
影
石
製
で
、
「
下
野

近
代
西
洋
医
学
の
先
駆
者
　
斎
藤
玄
昌

妨
碍
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

第
６
回
特
別
展
と
し
て
「
種
痘
医
　
斎

藤
吉
昌
展
」
を
１
月
2
8
日
か
ら
３
月
1
0

日
ま
で
開
催
、
斎
藤
玄
昌
の
「
解
体
正

図
∵
聚
当
時
の
種
痘
接
種
器
具
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
熱
心
に
見
学
す
る
来
館

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

＠
　
　
付
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

金
４
万
２
千
２
３
８
円
⑨

　
　
南
犬
飼
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
節
会
様

金
１
万
円
③

　
壬
生
町
婦
人
会
編
物
敦
室
生
一
同
縁

全
４
千
３
５
４
円
⑥

　
　
　
　
ａ
ｍ
・
ｐ
ｍ
壬
生
本
丸
広
縁

金
１
千
６
８
０
円
①

納

●
固
定
資
産
税
（
１
期
及
び
全
納
）

●
都
市
計
画
税
〒
期
及
び
全
納
）

●
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

●
国
民
年
金
（
５
月
分
）

　
　
　
　
　
（
納
期
限
５
月
3
1
日
）

納
期
限
間
際
は
、
納
付
窓
口
が

大
変
込
み
合
い
ま
す
。
早
め
に

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

W

除
幕
式
の
よ
う
す

　
　
　
　
　
　
木
目
込
み
人
形
教
室
様

企
１
万
１
千
８
０
８
円
①

　
　
　
　
　
　
　
　
焼
肉
丼
Ｄ
Ｏ
Ｎ
様

企
１
万
円
①
　
　
　
　
匿
名
様

企
５
千
５
０
０
円
⑤

　
　
　
　
　
墨
絵
講
座
受
講
生
一
同
様

企
３
千
円
①
　
　
　
　
藤
田
　
千
仕
様

企
４
万
４
８
円
⑨

　
中
央
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
今
様

企
1
0
万
円
①
　
　
看
）
壬
生
衛
生
社
様

文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

静
ま
れ
る
夜
の
ホ
ー
ム
の
自
販
機
に

鍍
落
つ
る
音
意
外
に
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

顎
だ
し
て
背
中
ま
る
め
て
行
く
姿

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
は
老
醜
写
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

リ
モ
コ
ン
の
操
作
説
明
聞
く
夫
は

も
つ
と
も
ら
し
く
う
な
ず
い
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
チ
エ

佳
専
処
理
道
理
に
合
わ
ぬ
支
払
い
を

も
つ
と
怒
れ
と
外
国
記
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
か
づ
子

　
　
　
俳
　
　
句

骨
董
店
人
な
く
梅
の
匂
う
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

春
暁
の
新
聞
配
り
飛
ぶ
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
落
合
　
清
二

言
い
訳
を
少
し
言
わ
せ
て
花
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

春
の
雲
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
吹
か
れ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

!7



五十嵐喜芳1島j､､田万･ﾉ祐子

◇日　時　６月15日(土)

　　　　　午後６時開場

　　　　　午後６時30分開演

◇会　場　壬生中央公民館

　　　　　　　　‥二大ホール

◇入場料　１、５００円(全自由席)

　・入場券は、壬生中央公民館、

　　稲葉・南犬飼両出張所、闘壬

　　生町施設振興公社事務所で取

　　り扱っています。

◇主　催　戯壬生町施設振興公社

◇後　援　壬生町教育委員会

◇問合せ先　壬生中央公民館

　　　　　　　　�８２－ ０ １ ０ ８

｀W-

⑤
…
…
…
・
大
言
に
0
1
1
説
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

推
薦
は
鈴
木
さ
ん
撮
影
の
「
精
忠
神
社
」

史
跡
、
遺
跡
、
町
並
み
、
行
事
な
ど
、
　
推
薦
『
精
忠
神
社
』

町
内
各
地
の
歴
史
的
な
も
の
を
テ
ー
ー
マ

に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
第
３
回
町
民
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
、
3
7

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
作
品
も
タ
わ
が
ま
ち
“
を

再
認
識
さ
せ
る
力
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。

　
作
品
審
査
は
、
写
真
家
で
栃
木
県
芸

術
祭
写
真
部
門
審
査
員
で
も
あ
る
稲
見

年
彦
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
鈴
木
全
夫
（
神
通
町
）

特
選
『
古
代
の
メ
ッ
セ
九
ン
』

　
　
　
　
　
磯
　
よ
し
江
（
駅
　
東
）

　
　
『
車
毎
朝
の
光
』

　
　
　
　
　
阿
美
　
玉
成
（
神
通
町
）

入
選
『
ハ
坂
祭
』

　
　
　
　
　
川
原
田
忠
司
（
緑
町
三
丁
哲

　
　
『
円
仁
太
鼓
』

　
　
　
　
　
斉
藤
　
正
男
（
中
　
泉
）

　
　
『
ま
つ
り
の
ひ
と
と
き
』

　
　
　
　
　
粕
尾
幸
江
（
城
市

　
　
『
古
城
の
春
』

　
　
　
　
　
新
井
　
正
　
〒
横
町
）

推薦「稽古神社」　鈴木　金夫氏

特
選
「
古
代
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
よ
し
江
氏

　
　
　
）

　
　
　
『
雪
の
朝
』

　
　
　
　
　
石
崎
　
達
　
（
神
通
町
）

　
　
　
『
吾
妻
古
墳
』

　
　
　
　
　
海
老
沼
　
武
（
前
宿
坪
）

佳
作
『
鳥
　
居
』

　
　
　
　
　
後
藤
　
庄
平
三
好
町
）

　
　
　
『
庭
　
園
』

　
　
　
　
　
倉
持
　
憲
二
（
城
　
南
）

　
　
　
『
愛
宕
神
社
』

　
　
　
　
　
江
草
保
幸
（
駅
　
東
）

　
　
　
『
大
円
墳
』

　
　
　
　
　
上
田
　
正
人
示
　
言

特選「車塚朝の光」　阿美　生成氏

18

筈
れ
る
ま
ち
づ
く
り
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